
第５学年２組 算数科 学習指導案 
            日 時 令和６年 10 月 31 日（木） 

         指導者 梶谷 典弘 
 

１ 単 元 名  面積 
   

２ 単元の目標 

・底辺の高さの意味や公式について理解し，三角形や四角形の面積を求めることができる。 

                                     （知識及び技能） 

・図形を構成する要素などに着目して，基本図形の面積の求め方を見いだすとともに，その表現を振 

り返り，簡潔かつ的確に表現して公式を導くことができる。（思考力，判断力，表現力等） 

・三角形や四角形などの面積を求める活動に進んで取り組み，振り返りを通して面積の求め方や公式  

のよさに気づき，日常生活や学習にいかそうとしている。（学びに向かう力，人間性等） 

  

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①既習の図形に帰着させて, 

面積を求めることができ 

る。 

②導き出した公式を使って 

図形の面積を求めること 

ができる。 

①既習の図形に帰着させて，面 

積の求め方を考えたり説明した

りできる。 

②面積の求め方を振り返り，求 

積に必要な長さを見いだして 

公式を導いている。 

①いろいろな図形の面積を求める 

ことに関心をもち，見通しを立て

て取り組もうとしている。 

②高さが外にある場合も求積公式 

が使える良さに気づき，学習に生

かそうとしている。 

 

４  本時の主張（デジタル教科書を使うメリット） 

 未習の面積を求める学習では，既習の求積可能な図形に帰着し考える必要がある。その際，図形を

等積変形したり，分割したりするなど操作することが大切である。しかし，紙媒体の教科書やワーク

シートに直接書き込んだり図を切ったりしようとすると，跡が残ったり真っ直ぐ切れなかったりする

ことが多々ある。そういった理由から，子どもが加除修正をすることを躊躇してしまうことが考えら

れる。そこで，トライ・アンド・エラーが容易となる電子コンテンツを使うことで，何度も試行錯誤

しながら切って移動させることが可能になる。その結果，図形の変形の仕方を思いついたり，問題解

決の過程を確かめたりできるようになる。また，操作する前の図形（本時では平行四辺形）が破線で

見えるため，操作の前後を比較することも容易である。 

 面積を求める問題では，多様な考え方が出る場面がある。動画コンテンツでは，紙面では表現でき

ない動きを示すことができるとともに，繰り返し視聴したり，好きな場面で一時停止したりするなど,

自分のペースで視聴することができる。本時では，自由に再生できるようにすることで，子どもの問

題解決の一助となるようにする。 

 全体共有の場面では，共同編集できる Google スライドを用いてお互いの考えを読み合う活動を行う。

まず，全員が自分の考えをスライドに貼り付けることができるので，自分の意見を発信しようとする

主体性が高まる。また，全員の意見を見ることができることにより，自分と友だちの考えを比較した

り,自分では思いつかなかった考えを見つけたり，統合的に考えたりすることができる。挙手による話

し合いに比べ，たくさんの考えにふれ合うことができる。こういった活動は，数学的な見方・考え方

を学び合う点において効果的であると考える。 

 

５ 指導と評価の計画（全 14時間 本時 4／14 時間） 

時間 学習課題 ・学習内容 重点 記録 備考 

１ 長方形や正方形の面積の求め方をもとにして，直角三角

形の面積を求めよう。 

・既習の長方形や正方形の面積の求め方を振り返り，学

習したことのない三角形や四角形の求め方を考えていく

という課題をもつ。 

・対角線や直角に着目し，直角三角形の面積の求め方を

考える。 

態 

  

  

 

  

  

 

○ 

  

 

態①：行動観察， 

ノート，ふりかえ

り 



２ 長方形や直角三角形の面積をもとにして，三角形の面積

を求めよう。 

・図を切ったり，回したりして，鋭角三角形の面積の求

め方を考える。 

 思   

３ 三角形の面積を求める公式をつくろう。 

・前時で取り上げた三角形の面積の求め方を振り返る。 

・「底辺」「高さ」という用語をおさえて，その関係を 

とらえる。 

・公式を使って三角形の面積を求める。 

思 

 

 

  

４ 

本時 

平行四辺形の面積を求めよう。 

・図を切ったり，ずらしたり，回したりして，平行四辺 

形の面積の求め方を考える。 

 思 〇 思①：発言，ノー

ト，ふり返り 

５ 平行四辺形の面積を求める公式をつくろう。 

・前時で取り上げた平行四辺形の面積の求め方を振り返 

る。 

・平行四辺形の「底辺」と「高さ」の関係をとらえ，公

式 をつくる。 

・公式を使って平行四辺形の面積を求める。 

思 

 

 

◯ 思②：発言，ノー

ト，ふり返り 

６ 三角形や平行四辺形の高さについて考えよう。 

・図を操作して，高さが外にあるときの底辺や高さのと

り方について考える。 

・高さが外にある三角形や平行四辺形の面積を求める。 

態 〇 態度②：発言，ノ

ート，ふり返り 

 

７ 平行な２本の直線にはさまれている平行四辺形の面積を

比べよう。 

・面積を求めるときに必要な情報を考える。 

・公式をもとにして面積が等しくなる理由を話し合う。 

・平行な２本の直線にはさまれている三角形の面積を求 

める。 

思   

８ 台形の面積の求め方を考えよう。 

・既習内容である三角形や平行四辺形の面積の求め方を 

活用して台形の面積を求める。 

・様々な面積の求め方を考えたり，説明したりする。 

知 

 

  

９ 台形の面積を求める公式をつくろう。 

・台形の「上底」「下底」「高さ」という用語をおさえ

る。 

・台形の面積を求める式に「上底」「下底」「高さ」を

あてはめて，公式をつくる。 

・公式を使って台形の面積を求める。 

思 

 

 

  

10 ひし形の面積の求め方を考えよう。 

・図や式を使って，ひし形の面積の求め方を説明する。 

・式と図を関連付けて面積を求める公式にまとめる。 

・公式を使って，ひし形の面積を求める。 

思 

 

 

  

11 問題演習 知   

12 いろいろな多角形の面積の求め方を考えよう。 

・三角形の面積の求め方を活用して，多角形の面積の求 

め方を説明する。 

知 〇 知①：発言，ノー

ト，演習問題 



13 面積と高さの関係について調べよう。 

・面積と高さの変わり方を表に整理して気づいたことを 

話し合う。 

・高さを固定して底辺を変えたときの面積の変わり方を 

調べる。 

知   

14 問題演習 知 〇 知②：演習問題 

 

６ 本時の学習 

(1) 目標 

  既習の図形の面積の求め方に帰着させて，平行四辺形の求め方を説明することができる。 

（思考力，判断力，表現力等） 

(2) 展開           

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．問題と図を見て，題意をつかむ。 

・平行四辺形は直角がないから面積がすぐ分からな 

いな。 

・三角形のときのように，図形を変形させればいい 

のではないかな。 

めあて：平行四辺形の面積を求めましょう。 

 

２．平行四辺形の求め方を考える。(個別，友達と) 

（対角線をひき，２つの合同な三角形に分けて考え

る） 

式 ６×４÷２＝１２ 

  １２×２＝２４ 

答え ２４㎠ 

 

 

・四角形の角の大きさの和が 360°になること

も，四角形を三角形に分けて説明したな。 

 

（直角三角形をずらして長方形にして考える） 

式 ４×６＝２４ 

答え ２４㎠ 

 

 

 

・直角三角形に切って，ずらすときれいな長方形に 

なったよ。 

（台形をずらして長方形にして考える） 

式 ６×４＝２４ 

答え ２４㎠ 

 

・台形を動かしても長方形にできたよ。 

（直角三角形をまわして長方形にして考える） 

・２つの直角三角形を回すと平行四辺形の角が全て  

直角になったよ。 

式 ６×４＝２４ 

答え ２４㎠ 

 

 

 

・平行四辺形の求積方法の見通しがもてるよ 

うに，どのようにしたら面積が求められる 

か問いかけ，めあてへとつなげる。 

・既習の面積を求める公式をデジタル教科書 

で表示する。 

・求積方法を見いだせない児童がいることが 

想定されるので，教科書にある考え方をヒ  

ントにしてもよいことを伝える。 

・児童用クロームブックで電子コンテンツ 

「面積の求め方」を使用することで，具体物 

操作をしながら何度も試行錯誤できるよう 

にする。 

・考えた求め方が残るようにクロームブック 

の画面をスクリーンショットして Google スラ

イドにはりつけておくように声がけをす 

る。 

・前時の三角形の求積公式が使えるように， 

三角形に分割していることをおさえる。デジ

タル教科書のかずさんの発言と結びつけ 

る。 

・対角線 AC で分けた場合も考えられるよう， 

同じ考え方で別の式になった児童の考えを 

取り上げる。 

・向かい合う辺の長さが等しいことに着目で 

きるように，デジタル教科書のゆいさんの 

発言を取り上げる。 

・台形をずらし長方形にする考え方が出な  

かった場合，デジタル教科書で動画を流し, 

どのように考えたのか，どのような式になる

のか問いかける。また，れんさんの発言を取

り上げる。 

・式と図を結びつけて説明できるように，ど 

のように考えたのか，図を実際に操作しなが

ら説明するように声がけをする。 

・自分では思いつかなかった面積の求め方に 

気づけるように，教科書の動画を自由に視聴

してもいいことを伝える。 

・子どもの考え方が板書に残るように，問題 

の図形を拡大印刷したシートを準備してお

平行四辺形は，対角線

で２つの合同な三角形

に分けられることに目

をつけて考えました。          

向かい合うへん AB と辺

DC の長さが等しいこと

に目をつけて直角三角

形を動かしました。 



３．２で考えた求め方をGoogleスライドで共有しな

がら話し合う。（全体） 

・三角形に分ける考え方と長方形に変形する考え方 

があるね。 

・いろいろな求め方があるけど，三角形や長方形に 

変形させると面積を求めることができるよ。 

く。 

・全体共有の場面で，自分がやってなかった 

方法で面積を求める時間を設けることで，  

２通りの求め方にふれることができるよう 

にする。 

・次時の学習に繋がるように，公式に関する 

発言があった場合は取り上げる。 

 

 

４．適用題に取り組む。 

平行四辺形の面積を次の方法で求め，図，式，言葉

で説明しましょう。 

①２つの三角形に分ける方法 

②長方形に変える方法 

 

５．ふり返りを行う。 

・習った図形に形を変えれば，面積を求められるこ

とができました。式の共通部分に注目すれば，平 

行四辺形でも公式がつくれそうだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

・過去のふり返りを見たり，全体で共有した

りできるように，ふり返りはスプレッドシ

ートに記入する。 

・友だちと説明し合って分かったことや大切

だと感じたこと，次に学びたいことなどふ

り返りの視点を明確にする。 

※本指導案に掲載しているデジタル教科書の画像は，出版社より許可を得て使用しています。無断で

の転載・使用はご遠慮ください。 

 

(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 
概ね満足できると判断される状

況 
支援を要する状況への手立て 

概ね満足できると判断される状況

に加え，平行四辺形の面積の求め

方を図や式，言葉と関連づけなが

ら説明することができる。 

平行四辺形の面積を，２つの合

同な三角形に分割したり，長方

形に等積変形したりして求める

ことができる。 

これまでに学習した三角形を

見つけたり，長方形に変形し

たりできないか問いかけた

り,教科書にある考え方をヒ

ントにしてもよいことを伝え

たりする。 

 

まとめ：平行四辺形は，三角形や長方形に形を変えると求めることができる。 

等積変形したり，分割したりして既習の面

積の求め方に帰着させて，平行四辺形の面

積の求め方を説明している。 

（発言，ノート） 


